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1 エコ・スクール推進事業 環境政策課

児童・生徒が主体的に環境学習
や環境保全活動に取り組む力
を育むため、学校全体で地域と
ともに活動する学校を「エコ・ス
クール」として認定し、持続可能
な社会の担い手の育成を図る。

　 ○ ○ ○ ○ 6024 A

エコ・スクール認定
校20校（見込み）を
達成し、より多くの
児童生徒にエコ・ス
クールに取り組んで
もらえたため。

県基本構想実施
計画において、エ
コ・スクール認定
校20校/年以上
を目標としてお
り、多くの児童生
徒にエコ・スクー
ルに取り組んで
もらう。

エコ・スクール認
定校が18校から
20校（見込み）へ
増えたため。
（参考）令和２年
度：5260名

20 A

2
幼児自然体験型環境学
習事業

環境政策課

保育士や幼稚園教諭等の保育
者を対象に、自然を活かした体
験型の保育を推進するための
実践型学習会を開催

○ ○ ○ ○ 　 　 50 C

参加者数が定
員（目標）100
名（20名×５
会場）のう
ち、50名で
あったため。

講師と相談のう
え、グループワー
クに適した人数と
して各回20名を
目標参加人数に
しており、多く方
に幼児自然体験
型環境学習の重
要性を理解し、実
践してもらう。

学習会実施回数
が１回増加したと
ともに、新型コロ
ナウイルス感染
状況が比較的落
ち着いている時
期に実施できた
ため。
（参考）
令和２年度：39
名／４会場→令
和３年度：50名
／５会場

6 28 C

参加者数が定
員（目標）60
名（20名×3会
場）のうち、
28名であった
ため。

講師と相談のう
え、グループワー
クに適した人数と
して各回20名を
目標参加人数に
しており、多くの
方に多様な幼児
自然体験型環境
学習プログラムを
作成してもらう。

新型コロナウイルス
感染状況が比較的
落ち着いている時期
に学習会を実施でき
たため。
（参考）
令和２年度：30名／
３会場、プログラム：
６個→令和３年度：
28名／３会場、プロ
グラム：６個

50 C

参加者数が定員（目
標）100名（20名×
５会場）のうち、50
名であったため。

講師と相談のう
え、グループワー
クに適した人数と
して各回20名を
目標参加人数に
しており、幼児自
然体験型環境学
習に関心のある
参加者同士の交
流の場を設ける。

学習会実施回数
が１回増加したと
ともに、新型コロ
ナウイルス感染状
況が比較的落ち
着いている時期に
実施できたため。
（参考）
令和２年度：39名
／４会場→令和３
年度：50名／５会
場

6 B

3
びわ湖の日活動推進事
業

環境政策課

びわ湖の日40周年を契機に、
森・川・里・湖が織りなす多様な
価値や「びわ活」を発信しなが
ら、これまでの取組を振り返り、
今を見つめなおし、これからを
考え、行動するきっかけづくりを
進める。

○ ○ 　 ○ 2314 A

以下のとおり、多く
の方に琵琶湖と関
わってもらえたた
め。
（参考）
・びわ湖の日40周年
記念シンポジウム参
加者数：432名（当
日インターネット視
聴者数含む）
・7月1日びわ湖の日
トーク生配視当日聴
者数：756名
・びわ湖との約束絵
手紙応募者数：238
名
・大学との連携講座
受講申込者数：延べ
450名
・出前講座受講者
数：438名

滋賀県環境基本
条例第8条の趣
旨に基づき、多く
の方にびわ湖と
関わってもらえる
きっかけとなる場
や機会をつくる。

「びわ湖の日」40
周年に際して、複
数の企画を実施し
たため。
（参考）
令和２年度：2082
名

124 A

4 消費者教育支援事業
県民活動生
活課

学校における消費者教育の指
導者を支援するため、教員に対
して消費者教育に関する研修機
会等を提供し、学校現場におけ
る消費者教育の推進を図る。

○ ○ ○ ○ - C

新型コロナウイ
ルス感染拡大
防止の観点等
もあり、教員向
け研修会に参
加されていない
ため。

昨年度も同様に
教員に対して、
新型コロナウイ
ルス感染拡大防
止の観点等もあ
り、教員向け研
修会に参加され
ていないため。

- A

5
消費者月間講演会事業

県民活動生
活課

５月の消費者月間にあわせて
消費者市民社会をテーマとした
講演会を、県内の消費者団体と
共催で実施する。

○ ○ 62 A

新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点よ
り、新たにオンライン
も併用した形で講演
会を実施できた。

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
の観点のより、前
年度は中止した。

1 A

⑤

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価
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⑧ 　⑨ ⑩ ⑥ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

エコ・スクー
ル認定校20校
（見込み）を
達成し、多く
のエコ・ス
クールの取組
をHPで紹介で
きたため。

県基本構想実施
計画において、
エコ・スクール認
定校20校/年以
上を目標として
おり、エコ・ス
クールの環境学
習取組情報を周
知していく。

エコ・スクール登
録校が18校から
20校（見込み）に
増えたことによ
り、活動報告書
の掲載数も増え
たため。

― ― A

エコ・スクー
ル認定校20校
（見込み）を
達成し、学校
と地域活動団
体等との連携
による環境学
習取組が行わ
れたため。

県基本構想実施
計画において、エ
コ・スクール認定
校20校/年以上
を目標としてお
り、学校と地域の
連携による環境
学習等を進めて
いく。

― 203 A

エコ・スクール認定
校３校から取組成果
を発表いただけたた
め。

エコ・スクール認定校
における環境学習の
更なる推進および県内
のエコ・スクールの普
及を目的に、しが環境
教育研究協議会のプ
ログラムの一環とし
て、エコ・スクール発表
会を開催し、３校程度
から発表してもらう。

昨年度は新型
コロナウイルス
感染症の影響
によりエコ・ス
クール発表会
が中止となった
ため、参加者数
は0名。

○ ○

県HPで幼児自
然体験型環境
学習プログラ
ムを掲載・周
知できたた
め。

学習会で作成し
た幼児自然体験
型環境学習プロ
グラムを公開し、
参加者だけでな
く多くの方へプロ
グラムの普及を
図る。

昨年度と同数の
幼児自然体験
型環境学習プロ
グラムを掲載で
きた。

○ ○

関連事業・企
画数が目標以
上の応募があ
り、県ホーム
ページで広く
発信できたた
め。

滋賀県環境基本
条例第8条の趣
旨に基づき、び
わ湖と関わる
きっかけづくりを
展開する。
課組織目標で
は、
びわ湖の日40周
年関連事業・企
画数：100事業・
企画以上を挙げ
ており、広くイベ
ント等の情報発
信を行う。

コロナ禍でも工
夫してイベント等
を実施いただい
たため。
（参考）
びわ湖の日関連
イベントの掲載
数
令和２年度：41
件

2890 A

目標通り以下のこと
を実施できたため。
・びわ湖の日40周年
記念シンポジウム参
加者数：432名（当日
インターネット視聴
者数含む）、
・ワークショップ・
ブース出展：６回
（参加者数：延べ
1,702名）
・環境保全啓発パン
フレットを作成し、
県内小中学生へ配布
・DVDを作成し、県内
全小学校等へ配布
・テレビCMを90回放
送
・7月1日びわ湖の日
トーク生配視当日聴
者数：756名

滋賀県環境基本条例
第8条の趣旨に基づ
き、びわ湖と関わる
きっかけづくりを展開
する。
課組織目標では、びわ
湖の日40周年記念シ
ンポジウムの開催（参
加人数（インターネット
視聴者数を含む）150
人以上）、ワークショッ
プ・ブース出展（４回以
上）を掲げている。
併せて以下も実施。
・環境保全啓発パンフ
レットを作成し、県内小
中学生へ配布
・多様なメディアによる
普及啓発（DVDやテレ
ビCMの放送）

ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県教育委員会
等と協力して、
環境の係わり
方等の内容も
含んだ家庭科
で活用する
ワークシートを
作成し、県内の
小学校新５年
生全員に配布
することができ
たため。

小学校新５年生
全員にワーク
シートを配付す
ることを目標とす
る。

昨年度も小学校
新５年生全員に
ワークシートを
配付することが
できた。

- - A

県教育委員会
等と協力して、
環境の係わり
方等の内容も
含んだ家庭科
で活用する
ワークシートを
作成し、県内の
小学校新５年
生全員に配布
することができ
たため。

小学校新５年生
全員にワーク
シートを配付する
ことを目標とす
る。

昨年度も小学
校新５年生全
員にワーク
シートを配付す
ることができ
た。

- A

県教育委員会等と協力
して、環境の係わり方
等の内容も含んだ家庭
科で活用するワーク
シートを作成し、県内の
小学校新５年生全員に
配布することができた
ため。

小学校新５年生全員
にワークシートを配付
することを目標とする。

昨年度も小学
校新５年生全員
にワークシート
を配付すること
ができた。

○ ○

資料提供を通
じて、本講座の
周知を図った。

新型コロナウイ
ルス感染拡大防
止の観点のよ
り、前年度は中
止した。

○ ○

⑯ ⑰

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）
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１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

6 エシカル消費推進事業
県民活動生
活課

エシカル消費を、県民一人ひと
りが自分ごととして捉え、日々の
生活に定着させることを目的と
して、関係課等と連携を図り、エ
シカル消費啓発活動を実施す
る。

○ ○ 1 A

7
新しいエネルギー社会づ
くり総合推進事業

CO₂ネットゼロ
推進課

ＣＯ₂ネットゼロに関する施策の
総合的な推進や新たなプロジェ
クトの誘発・組成を行うととも
に、県民の参画や多様な主体と
の協働による取組の一層の強
化を図る。

○ ○ ○ - B

セミナーを開催し、CO
₂ネットゼロ社会につい
て考える機会の提供
に繋げた。※3/29開
催

滋賀県CO₂ネット
ゼロ社会づくり推
進計画の方針に
情報発信・交流
の場の設置を掲
げている。

- B

8
CO₂ネットゼロ社会づくり
学習支援事業

CO₂ネットゼロ
推進課

学校や地域においてＣＯ₂ネット
ゼロ社会の実現に向けた環境
学習の推進を図るため、地球温
暖化防止活動推進員等が学校
や地域に出向き学習を進める。
・県内実施校の「ＣＯ₂ネットゼロ
社会づくり事業」：アドバイザー
派遣　50回程度
・地域団体による地球温暖化対
策等の学習：アドバイザー派遣
50回程度

○ ○ ○ ○ 100 A

予定していた
CO2ネットゼロ
学習講座100回
を達成した。

しがCO₂ネットゼ
ロムーブメントの
推進への寄与

昨年度は新型コ
ロナウイルス感
染状況の拡大に
より60回程度の
開催にとどまっ
たが、今年度は
そのような状況
下でも出来る体
制を整えたことで
実施回数は増加
した。

- - B

CO2ネットゼロ
学習講座メ
ニューとなる教
材研究を都度
実施している。

- - - B

「教育しが」や広報誌
の掲載、教員研修の
場での講座メニュー紹
介等を通し、情報を発
信した。

- -

9
地球温暖化防止活動推
進センター事業

CO₂ネットゼロ
推進課

地球温暖化対策の普及啓発お
よび地球温暖化防止活動推進
員活動の支援を行う事業で、地
域でＣＯ₂ネットゼロ社会づくり出
前講座等を実施する地球温暖
化防止活動推進員の資質向上
のための研修を行う。

○ ○ ○ - B

夏休み期間の自由研
究講座を開催し、親子
で地球温暖化問題に
関心を深める等の場
づくりを行った。

- - - B

10
節電・省エネ行動実践促
進事業

CO₂ネットゼロ
推進課

市町等と連携し環境イベントや
公民館等で省エネ・節電提案会
を開催し、各家庭に応じた省エ
ネ対策を提案する「うちエコ診
断」の実施や、パネル・実験器
具を用いた啓発等を行い、家庭
における省エネ・節電行動の定
着・促進を図る。

○ ○ ○ 100 A

家庭のエネルギー消
費を診断する「うちエ
コ診断」について、予
定件数100件の診断を
達成したため。

しがCO₂ネットゼ
ロムーブメントの
推進への寄与

昨年度も同数の
診断を実施。

－ B

11
しがCO₂ネットゼロ推進
事業（次世代ワーク
ショップ）

CO₂ネットゼロ
推進課

次世代を担う若者（高校生～大
学生）が、ＣＯ2 ネットゼロを自ら
の問題として捉え、個人や地域
のレベルで身近なところからで
きる行動について意見交換する
機会を設けるとともに、意見交
換を通じて生まれたアイデアを
発信することにより、県民のＣＯ
2 ネットゼロに向けた取組機運
の向上を図る。

○ ○ ○ ― B

ワークショップ
を実施し、参加
者のＣＯ₂ネット
ゼロに対する
理解に繋げた。
一方で感染症
の影響により、
当初予定して
いた体験型の
フィールドワー
クが実施できな
かった。

しがCO₂ネットゼ
ロムーブメントの
推進への寄与

新規 ― B

ワークショップを実施
し、参加者のＣＯ₂ネッ
トゼロに対する理解に
繋げた。一方で感染
症の影響により、当初
予定していた体験型
のフィールドワークが
実施できなかった。

しがCO₂ネットゼ
ロムーブメントの
推進への寄与

新規



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

6 エシカル消費推進事業

7
新しいエネルギー社会づ
くり総合推進事業

8
CO₂ネットゼロ社会づくり
学習支援事業

9
地球温暖化防止活動推
進センター事業

10
節電・省エネ行動実践促
進事業

11
しがCO₂ネットゼロ推進
事業（次世代ワーク
ショップ）

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

県ＨＰにエシカ
ル消費啓発冊
子の電子デー
タおよび関連Ｈ
ＰのＵＲＬを掲
載した。

昨年度まで当Ｈ
Ｐを作成してい
なかった。

1,684 A

滋賀県消費生活セン
ター主催の「消費生活
フェスタ」でのパネル展
示および草津市主催の
「草津市地球冷やした
い推進フェア」におい
て、啓発を行った。
　また、滋賀県オリジナ
ルのエシカル消費啓発
冊子を関係課等と連携
し作成した。
（新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点によ
り、消費生活フェスタで
のブース出展は中止）

昨年度は滋賀
グリーン活動
ネットワークと
の協働提案事
業にて実施：
キャンペーン参
加者数15,322人

○ ○ ○ ○ ○

セミナーにおい
て、滋賀県にお
けるCO₂ネット
ゼロ社会づくり
について説明し
た。※3/29開
催

滋賀県CO₂ネット
ゼロ社会づくり
推進計画の方針
に情報発信・交
流の場の設置を
掲げている。

ー B

セミナーにおいて、再
生可能エネルギーの自
家消費につながる事例
の紹介をを行った。※
3/29開催

滋賀県CO₂ネットゼロ
社会づくり推進計画の
方針で情報発信・交流
の場の設置を掲げて
いる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- B

各講座において、数多
くある学習メニューかそ
の場に適した題材を選
択し、効果的な学習を
実施した。

- - ○ ○ ○ ○

ウェブサイトや
メールマガジン
による情報発
信により県民へ
の啓発・広報活
動を行った。

- - - B
イベントの開催や啓発
冊子の更新など、普及
啓発を行った。

- - ○ ○ ○ ○

イベントや各市
町の広報媒体
等も利用しなが
ら取組の周知
をした。

－ － - B
イベントや自治体の集
会等も利用しながら診
断を実施した。

－ － ○ ○ ○ ○

― B

ワークショップを実施
し、参加者のＣＯ₂ネット
ゼロに対する理解に繋
げた。一方で感染症の
影響により、当初予定
していた体験型の
フィールドワークが実施
できなかった。

しがCO₂ネットゼロムー
ブメントの推進への寄
与

新規 ○ ○ ○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

12 くらしの情報セミナー
消費生活セン
ター

環境問題を含む、消費生活に関
するタイムリーな情報を提供す
る講座を開催する。

○ ○ - C

新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、
実施できなかったた
め。

- C

13
親子くらしの体験セミ
ナー

消費生活セン
ター

夏休み期間中に親子を対象とし
て、消費生活への関心を深めて
もらえるよう、体験型のセミナー
を開催する。

○ ○ - C

新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、
実施できなかったた
め。

- C

14 政策研修センター研修
政策研修セン
ター

主任主事・主任技師級昇任者お
よび新規採用職員に対し、琵琶
湖環境の課題や取組等を理解
させる。

○ 327 B

各研修を計画
どおりに実施す
るとともに、受
講者アンケート
で一定の評価
を得られたた
め。

15
滋賀県中学生水の作文
コンクール

琵琶湖保全
再生課

「水の日」および「水の週間」の
行事の一環として、次代を担う
中学生を対象とした作文コン
クールを実施することにより、広
く水に対する関心を高め理解を
深める。

○ ○ ○ 245 B

245編の応募が
あり、優秀作品
は新聞（京都新
聞）へ掲載され
た。

作文コンクール
への応募者数。

昨年度は156編
の応募があっ
た。

- 245 B

245編の応募があり、
優秀作品は新聞（京
都新聞）へ掲載され
た。

作文コンクール
への応募者数。

昨年度は156編の
応募があった。

-

16 早崎内湖再生事業
琵琶湖保全
再生課

早崎ビオトープには数多くの生
物が生息しており、環境学習
（生物観察会）の場として、自然
環境の大切さを考えるきっかけ
として活用する。

○ ○ - 3 100 B

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染拡大により
冬の観察会を
実施することは
できなかった
が、夏の観察
会には多数の
応募があり、地
曳網体験など
新たな体験を
提供し、好評で
あった。また、
早崎内湖再生
20周年記念写
真展を開催し
た。

委託業務にて年2
回の観察会の実
施を積算してい
る。

昨年度同様に冬の
観察会を行うことが
できず、秋の観察会
については20周年
記念写真展を実施し
たことから、開催しな
かった。
昨年度実績：3回、延
べ61人

100 B

新型コロナウイルス感
染症の感染拡大によ
り冬の観察会を実施
することはできなかっ
たが、夏の観察会に
は多数の応募があり、
地曳網体験など新た
な体験を提供し、好評
であった。また、早崎
内湖再生20周年記念
写真展を開催した。

委託業務にて年2
回の観察会の実
施を積算してい
る。

昨年度同様に冬
の観察会を行うこ
とができず、秋の
観察会については
20周年記念写真
展を実施したこと
から、開催しな
かった。
昨年度実績：3回、
延べ61人

-

17 びわこルールキッズ事業
琵琶湖保全
再生課

外来魚のノーリリースに協力し
てもらえる小中学生を募集す
る。琵琶湖の生態系の現状を
知ってもらい、環境問題への意
識の啓発と、ノーリリースの周
知・定着を図る。

○ ○ - - 265 C
事業への参加者数が
少なかったため

事業参加者数
の、過去の５か
年の実績平均が
561人であった

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
の観点から、募集
を県内の方に絞
り、参加登録会を
兼ねた釣り大会の
開催も見送ったた
め、参加者数は少
なかった。昨年度
は165人

-



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

12 くらしの情報セミナー

13
親子くらしの体験セミ
ナー

14 政策研修センター研修

15
滋賀県中学生水の作文
コンクール

16 早崎内湖再生事業

17 びわこルールキッズ事業

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

新型コロナウイ
ルス感染拡大
防止のため、
実施できなかっ
たため。

○

新型コロナウイ
ルス感染拡大
防止のため、
実施できなかっ
たため。

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- 245 B
245編の応募があり、優
秀作品は新聞（京都新
聞）へ掲載された。

作文コンクールへの応
募者数。

昨年度は156編
の応募があっ
た。

○ ○ ○ ○ ○ ○

- - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- 265 A

事業への参加者数が
少なかったが、令和３
年度はメディアからの
取材の申し入れが３件
あり、広報啓発は大い
にできた

過去の５か年の実績
平均が561人であった

新型コロナウイ
ルス感染拡大
防止の観点か
ら、募集を県内
の方に絞り、参
加登録会を兼
ねた釣り大会の
開催も見送った
ため、参加者数
は少なかった。
昨年度は165人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

18
外来魚釣り上げ名人事
業

琵琶湖保全
再生課

年間を通じた外来魚駆除釣り事
業。外来魚の釣り上げによる駆
除をライフスタイルに取り入れて
釣り上げ「名人」にチャレンジい
ただく。継続して活動する釣り人
を応援し、外来魚のさらなる駆
除とノーリリースの定着を図る。

○ ○ ○ 47 A

概ね実績相当
の事業参加者
数（個人数、団
体数の合算）で
あったが、釣り
指導人材の育
成・確保も目指
しており、この
観点では、複
数の釣り名人と
繋がれている

事業参加者数
の、過去の５か
年の実績平均が
59人・団体であっ
た

参加者の高齢化
や、釣りに行く機
会が減った等の
理由により減
少。昨年度は49
人・団体が参加

- 47 B

概ね実績相当の事業
参加者数（個人数、団
体数の合算）であった
ため

事業参加者数
の、過去の５か
年の実績平均が
59人・団体であっ
た

参加者の高齢化
や、釣りに行く機
会が減った等の理
由により減少。昨
年度は49人・団体
が参加

-

19
びわこルールキッズ釣り
大会（外来魚駆除釣り大
会）

琵琶湖保全
再生課

琵琶湖の生態系の現状を知っ
てもらい、環境問題の意識の啓
発と、ノーリリースの周知定着を
図る。併せて「びわこルールキッ
ズ」登録会を実施する。

○ - - - C

新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点か
ら、開催を見送ったた
め、実績なし

-

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
の観点から、開催
を見送ったため、
実績なし

-

20
「琵琶湖は今」（びわ湖ま
ちかどむらかど環境塾事
業）

琵琶湖保全
再生課

琵琶湖の現状や課題、さらには
私たちの暮らしと琵琶湖のつな
がりについて考え、琵琶湖を守
る行動へと高めあう場として、環
境塾（出前講座）を開催する

○ - - 363 B
年間10回の開催を目
標としているため。

-

【増減理由】
MLGs策定等
【昨年度実績】
回数：3回
人数：60人

-

21
エコツーリズム推進支援
事業

琵琶湖保全
再生課

琵琶湖保全再生計画で掲げら
れている“琵琶湖と人との共生”
の実現のため、滋賀ならではの
エコツーリズムを推進する。

○ ○ - - - 52 C

22
おもしろ下物ビオトープ
水辺のにぎわい創生事
業

琵琶湖保全
再生課

下物ビオトープでヨシ帯に住む
生き物を観察することで、琵琶
湖におけるヨシ帯の機能を学習
する。

○ 　 　 - - 15 B

新型コロナウイルス感
染症の影響により、観
察会を1回は中止した
が、その後感染対策
をとったうえで開催す
ることができた。

過去4年間の実
績平均が約20人
であった。

減少理由：参加予
定人数は昨年度
並みであったが、
当日キャンセルが
多かった。
昨年度実績：26

-

23
琵琶湖サポーターズ・
ネットワーク

琵琶湖保全
再生課

琵琶湖の保全再生と活用との
好循環の推進に向け、多様な主
体のネットワークによる琵琶湖
の活用（ワイズユース）や保全
再生への参画を推進する。

○ ○ ○ - - 70 B

第２回交流フォーラム
を開催したところ、加
盟団体をはじめ、多く
の方に参加いただい
た。

交流フォーラム
参加者数

昨年度開催なし 23 B

24
マザーレイクゴールズ
（MLGs）推進事業

琵琶湖保全
再生課

地域における多様な活動が自
発的に創出され、琵琶湖流域の
自然環境やそれを取り巻く暮ら
しの改善、持続可能な社会につ
ながるよう、琵琶湖版SDGsであ
るマザーレイクゴールズ（MLGs）
を推進し、ワークショップ等を実
施する。

○ ○ ○ ○ ○ 1314 A
目標10回のとこ
ろ、34回開催し
た。

ワークショップの
年間開催数10回

- 34 1314 A
目標10回のとこ
ろ、34回開催し
た。

ワークショップの
年間開催数10回

- 1314 A
目標10回のところ、34
回開催した。

ワークショップの
年間開催数10回

- 34 A

25 ごみゼロしが推進事業
循環社会推
進課

さらなるごみ減量や温室効果ガ
スをはじめとする環境負荷低減
に向けて、事業者、団体および
市町等と連携しながら、買い物
ごみおよび食品ロスの削減やグ
リーン購入の推進に係る普及啓
発等を行い、県民や事業者の
取組を促進

○ ○ ○ ― B

「買い物ごみ・食品ロ
ス削減推進協議会」を
２回開催
環境に優しい買い物
キャンペーンの一斉
啓発活動の実施。

昨年度
「買い物ごみ・食
品ロス削減推進協
議会」を２回開催
環境に優しい買い
物キャンペーンの
一斉啓発活動の
実施。



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

18
外来魚釣り上げ名人事
業

19
びわこルールキッズ釣り
大会（外来魚駆除釣り大
会）

20
「琵琶湖は今」（びわ湖ま
ちかどむらかど環境塾事
業）

21
エコツーリズム推進支援
事業

22
おもしろ下物ビオトープ
水辺のにぎわい創生事
業

23
琵琶湖サポーターズ・
ネットワーク

24
マザーレイクゴールズ
（MLGs）推進事業

25 ごみゼロしが推進事業

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

- 47 B

概ね実績相当の事業
参加者数（個人数、団
体数の合算）であった
ため

事業参加者数の、過
去の５か年の実績平
均が59人・団体であっ
た

参加者の高齢
化や、釣りに行
く機会が減った
等の理由により
減少。昨年度は
49人・団体が参
加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- - ○ ○ ○

更新が十分に
できなかったた
め。

更新回数
昨年度更新回
数：６回

- - C

新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点
から開催中止としたた
め、実績なし。

エコツーリズム推進
ネットワーク形成会議
の開催。

新型コロナウイ
ルス感染症拡
大防止の観点
から開催中止と
したため、実績
なし。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- - ○ ○ ○ ○ ○ ○

メールマガジン
により、加盟団
体あて情報提
供を行った。

メールマガジン
配信数。

昨年度配信数：
20回

108 B

令和３年度中
に新たに５団体
の加盟があっ
た。

加盟団体数。
昨年度中15団
体の加盟が
あった。

- ○ ○ ○ ○ ○ ○

目標10回のとこ
ろ、34回開催し
た。

ワークショップの
年間開催数10回

- 1314 A
目標10回のところ、34
回開催した。

ワークショップの年間
開催数10回

- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 2 B

「買い物ごみ・
食品ロス削減
推進協議会」を
２回開催
環境に優しい
買い物キャン
ペーンの一斉
啓発活動の実
施。

昨年度
「買い物ごみ・
食品ロス削減
推進協議会」を
２回開催
環境に優しい
買い物キャン
ペーンの一斉
啓発活動の実
施。

220 B

プラスチックごみ・食品
ロス削減啓発イベント
の実施
ごみ３R出前講座５回実
施（①永源寺中学校
120名②鵜川ふれあい
プラザ20名③日野エコ
ライフ推進協議会2１名
④おおつ市民環境塾19
名⑤おやじのたまり場
40名）

昨年度
プラスチックご
み・食品ロス削
減啓発イベント
の実施
ごみ３R出前講
座2回実施

○ ○ ○ ○ ○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

26 資源化情報等提供事業
循環社会推
進課

県民や事業者に対して、３Ｒや
廃棄物の適正処理に向けた自
発的な取組を促すため、ごみ減
量・資源化情報サイト「ごみゼロ
しが」などにより情報提供を行
う。

○ ○ ― B

27
環境保全県民活動支援
事業

循環社会推
進課

琵琶湖をはじめとする湖国のす
ぐれた自然環境を保全し、かつ
積極的に環境美化を図ることを
目的として、県民、事業者等と
一体となった環境美化運動を推
進
※淡海エコフォスター事業と環
境美化活動推進事業について
事業名を統合

○ ○ 172321 B

一年度24万人には届
かなかったものの、新
型コロナウイルス感染
症対策を行いながら
展開し、昨年度より大
幅に回復したため。

第五次滋賀県廃
棄物処理計画の
目標値である
「『環境美化の
日』を基準とした
環境美化運動参
加者数が計画期
間累計で120万
人 」より算出

各種媒体で幅広
い世代に周知する
とともに、新型コロ
ナウイルス感染状
況が比較的落ち
着いている時期に
実施できたため。
（参考）
令和２年度：
133812名

28
自治振興交付金（エコラ
イフ地域住民活動推進
事業）

循環社会推
進課

市町または住民組織が中心と
なって実施するごみ減量・リサイ
クル、水環境保全、地球温暖化
防止などのライフスタイルの変
革につながる実践活動および意
識啓発活動に要する経費に対
して市町へ交付金を交付する。

○ ○

29
森林環境学習「やまの
こ」事業

森林政策課

森林をはじめとする環境に理解
を深めるとともに、人と豊かに関
わる力を育むため、学校教育の
一環として、県内小学校４年生
を対象に、森林体験交流施設
やその周辺の森林を使った体
験型の学習を展開する。

○ ○ 50 C

専任指導員・地
域サポーター
に対して研修を
実施した。
(参考）
2回実施

琵琶湖森林づくり
基本計画におい
て、「やまのこ」事
業をはじめとする
森林環境学習を
推進することとし
ている。

コロナの影響に
より研修実施回
数が減ったた
め。
(参考）
Ｒ２年度
3回　105人

13655 B

コロナ対策を講じたう
えで、ほぼすべての学
校において、「やまの
こ」事業を実施するこ
とができたため。
(参考）
実施233校中止2校

琵琶湖森林づくり
基本計画におい
て、「やまのこ」事
業をはじめとする
森林環境学習を
推進することとし
ている。

コロナ禍において
「やまのこ」事業実
施手法が確立され
たため。
(参考）
Ｒ２年度12,594人
中止26校

30 「やまの健康」推進事業 森林政策課

「やまの健康」推進プロジェクト
は、森林・林業・農山村（＝や
ま）を一体的に捉えて、やまの
価値や魅力、地域資源を活かし
たモノ・サービスなどによって「ま
ち」と「やま」を含めた県民全体
との関わりを創ることで、農山村
の活性化を図る。

○ ○ 35 A

「やまの健康」に資す
るイベントを開催した。
（しが森林サービス産
業創出セミナー）

琵琶湖森林づくり
基本計画におい
て、森林の整備・
林業の振興と農
山村の活性化の
一体的な推進を
行うこととしてい
る。

※令和2年度実施
なし

12 A

31 幼児里山保育推進事業 森林政策課

自然体験活動を積極的に取り
入れている団体の社会的な認
知や信頼性の向上を図るととも
に、森林環境学習のすそ野を拡
げるため、「しが自然保育認定
制度」の認定を得て、森林での
活動を増やそうとする団体に対
し、必要な経費を助成するととも
に、指導者等の実地研修や勉
強会を開催する。

○ ○ 247 A

幼児里山保育
指導者育成事
業により、研修
会等を実施し
た。

琵琶湖森林づくり
基本計画におい
て、自然を活用し
た幼児教育・保
育を推進すること
としている。

コロナ禍におい
て、オンライン等
も活用した研修
を実施した。
(参考）
Ｒ２年度239人

935 A

自然を活用した幼児
教育・保育を積極的に
行う団体を認定するこ
とにより、取組を推進
した。
(参考）
R3　5団体を認定
合計10団体

琵琶湖森林づくり
基本計画におい
て、自然を活用し
た幼児教育・保
育を推進すること
としている。

保育部局とも連携
しＰＲを行ったた
め。
Ｒ２年度　435人



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

26 資源化情報等提供事業

27
環境保全県民活動支援
事業

28
自治振興交付金（エコラ
イフ地域住民活動推進
事業）

29
森林環境学習「やまの
こ」事業

30 「やまの健康」推進事業

31 幼児里山保育推進事業

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

ごみ減量・資源
化情報サイト
「ごみゼロしが」
の定期更新

昨年度
ごみ減量・資源
化情報サイト「ご
みゼロしが」の
定期更新

― B

プラごみ、食ロス等の
先進的な取組を行う事
業者の取材、取組事例
を紹介

昨年度
プラごみ、食ロ
ス等の先進的
な取組を行う事
業者の取材、取
組事例を紹介

○ ○ ○ ○ ○ ○

172321 B

一年度24万人には届
かなかったものの、新
型コロナウイルス感染
症対策を行いながら展
開し、昨年度より大幅
に回復したため。

第五次滋賀県廃棄物
処理計画の目標値で
ある「『環境美化の日』
を基準とした環境美化
運動参加者数が計画
期間累計で120万人 」
より算出

各種媒体で幅
広い世代に周
知するととも
に、新型コロナ
ウイルス感染状
況が比較的落
ち着いている時
期に実施できた
ため。
（参考）
令和２年度：
133812名

○ ○ ○ ○ ○ ○

― 1 B

市町や自治会
等が実施する
事業に対して、
交付要綱等に
基づき、適正に
交付した。

昨年度
市町や自治会
等が実施する
事業に対して、
交付要綱等に
基づき、適正に
交付した。

― B

市町や自治会等が実
施する事業に対して、
交付要綱等に基づき、
適正に交付した。

昨年度
市町や自治会
等が実施する
事業に対して、
交付要綱等に
基づき、適正に
交付した。

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SNS
（Instagram）を
通して、「やま
の健康」に関す
る情報提供を
行った。

琵琶湖森林づく
り基本計画にお
いて、森林の整
備・林業の振興
と農山村の活性
化の一体的な推
進を行うこととし
ている。

積極的な情報提
供を行った。
(参考）
Ｒ２年度　1回

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

32
緑のダムづくり啓発活動
（ﾌｸﾛｳ先生の森・守塾）

森林保全課

自助共助による防災対策の推
進や、緑のダムづくりによる防
災対策がいかに重要であるかを
地域へ普及するとともに、林野
公共事業の推進が本県の環
境・防災対策上いかに重要な位
置づけにあるかを県民に向け発
信していく。
(1)がんばれﾌｸﾛｳ君塾・・次代を
担う子どもたちへ！
次代を担う子どもたちに、「緑の
ダムづくり」が環境や地域を守る
上でいかに大切かを、啓発模型
やクイズをつうじて学んでもら
う。
(2)森・守講座・・・・・・地域での
森づくりの推進のために！
間伐の重要性や自助共助によ
る防災対策の推進を啓発すると
ともに、地域において関心のあ
る「緑のダムづくり」施策等を紹
介する。

○ ○ ○ ○ 197 B

新型コロナウイ
ルスの感染が
懸念される状
況下で、対策を
しながら昨年度
までと同等回数
を開催できたた
め。

過去の5か年の
実績平均が2.8回
であった。

昨年度実績：2回 197 B

新型コロナウイルスの
感染が懸念される状
況下で、対策をしなが
ら昨年度までと同等回
数を開催できたため。

過去の5か年の
実績平均が2.8回
であった。

昨年度実績：2回 1 A

33
野生鳥獣保護対策事業
（愛鳥モデル校愛鳥講演
会）

自然環境保
全課

子どもたちの鳥を大切にする心
を育てることを目的として、愛鳥
講演会、野鳥観察会を行う。

○ ○ 165 A
愛鳥モデル校6校のう
ち5校で講演会を実施
した。

市町の推薦によ
り県が指定する
愛鳥モデル校で
愛鳥講演会を実
施する。

愛鳥モデル校の
児童数の減少
（参考）R2　175名
→R3　165名

34
鳥獣保護思想の普及啓
発（愛鳥週間ポスターコ
ンクールの実施）

自然環境保
全課

子どもたちの鳥を大切にする心
を育てることを目的として、愛鳥
週間ポスターの募集・表彰を行
う。

○ ○ 229 A

例年より応募作品数
が多かったため。小学
校1年～中学校３年ま
でのほどんどの学年
で応募点数10点を上
回った。ただ、高校生

過去5年（H28～
R2）の応募作品
数平均114点

増減理由は不明。
募集時期は昨年
度より1週間程度
早かった。（参考）
R2　170点→R3
229点

35
生物多様性しが戦略普
及推進事業

自然環境保
全課

生物多様性の保全と自然資源
の持続的な利活用に取り組む
事業者を認証することにより、生
物多様性に取り組んでいる事業
者の取組を「見える化」し、認証
事業者の社会的な付加価値を
増加させることで、社会経済活
動における生物多様性の視点
の浸透を図る。

○ ○ 101 A

2018年度の制度制定
以来、様々な事業者
に応募をいただいて
おり、2021年度末には
継続的な取組の実施
も含めてこれまでの累
計で101件を認証し
た。
今後、より一層生物多
様性の取組を推進し
ていくためのインセン
ティブを高めていく必
要がある。

2050年度までの
長期的な目標と
して累計500件を
認証する（年間概
ね15～16件)。

2021年度は、38件
（新規８件、更新
30件)を認証した。
継続的な取組を
行っている事業者
の更新の認証が
多かった。

36
ラムサールびわっこ大使
事業

自然環境保
全課

県内小学生の中から「ラムサー
ルびわっこ大使」を募集し、環境
に関する交流の場等での発表
機会を経験させることにより、環
境保全活動の核となる次世代
のリーダーを育成する。

○ ○ ○ 9 A

9名に対し、事
前学習会3回、
県外派遣、交
流会、報告会
の予定していた
プログラムを実
施し、人材育成
として達成でき
たため。

次世代リーダー
の育成という目
的のもと、人数を
絞って実施してい
る。学習では子ど
も同士の意見交
換も行うため、指
導者との相談し、
８～１０名程度が
適当

議員からの要望
を受け8名募集
のところを10名
程度の募集に変
更したため
R2　8名→R3　９
名

21 B

令和3年度びわっこ大
使の人数＋交流会に
参加したOBOGの人
数。OBOGからの参加
申し込みに対し会場
の定員が少なく、お断
りすることがあったた
め。

これまでにびわっ
こ大使を経験した
人数が令和3年
度時点で72名。
案内を出し、参加
希望者全員が出
席できるようにす
る。

交流会の開催が、
コロナがまん延し
ている時期で、人
数制限を厳しくし
たため昨年度より
は少ない人数での
実施となった。（昨
年度参加人数26
名）

37 外来生物防除対策事業
自然環境保
全課

外来生物についての普及啓発
を行うとともに、県民やNPO法
人、市町などの多様な主体によ
る外来種の監視および駆除活
動を支援し外来種の駆除を促
進するとともに、新たな侵入種
の早期防除を図る。

○ ○ 13 A

令和３年度は琵琶湖
外来水生植物協議会
の構成員やその他の
県民や企業と共働し
た外来水生植物を駆
除する活動を13件実
施し、県の抱える課題
について知ってもらう
ことができたため。

ボランティア等多
様な主体による
オオバナミズキン
バイの除去活動
を10件以上行う。

コロナの蔓延によ
り開催時期が度々
変更となり、遠方
からくる人は参加
できないようにす
ることとなったた
め、１回の参加人
数が減となった。

38
水生生物調査用具の貸
出

東近江環境
事務所

水生生物調査を行う学校や地
域団体等に、必要な用具（顕微
鏡、網、バット、ザル等）を貸し
出すことにより、体験できる機会
を支援する。

○ ○ 86 A

コロナ禍の中でも当初
想定していた参加人
数を超える応募が
あった。

特になし
昨年度より事業の
開催数が多く、増
加した。

1 B



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

32
緑のダムづくり啓発活動
（ﾌｸﾛｳ先生の森・守塾）

33
野生鳥獣保護対策事業
（愛鳥モデル校愛鳥講演
会）

34
鳥獣保護思想の普及啓
発（愛鳥週間ポスターコ
ンクールの実施）

35
生物多様性しが戦略普
及推進事業

36
ラムサールびわっこ大使
事業

37 外来生物防除対策事業

38
水生生物調査用具の貸
出

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

依頼があれ
ば、引き受けた
ため。

過去の5か年の
実績平均が1箇
所であった。

昨年度実績：1
箇所

197 B

パワーポイントを用い
た説明と模型を使った
実演により森林の働き
と治山事業の効果につ
いて、参加者に具体的
なイメージを抱いていた
だいたため。

過去の5か年の実績平
均が2.8回であった。

昨年度実績：2
回

○ ○ ○ ○ ○ ○

165 A
愛鳥モデル校6校のう
ち5校で講演会を実施し
た。

市町の推薦により県が
指定する愛鳥モデル
校で愛鳥講演会を実
施する。

愛鳥モデル校
の児童数の減
少
（参考）R2　175
名→R3　165名

○ ○ ○

229 A

例年より応募作品数が
多かったため。小学校1
年～中学校３年までの
ほどんどの学年で応募
点数10点を上回った。
ただ、高校生からの応

過去5年（H28～R2）の
応募作品数平均114点

増減理由は不
明。募集時期は
昨年度より1週
間程度早かっ
た。（参考）R2
170点→R3

○ ○ ○

101 A

2018年度の制度制定
以来、様々な事業者に
応募をいただいており、
2021年度末には継続
的な取組の実施も含め
てこれまでの累計で101
件を認証した。
今後、より一層生物多
様性の取組を推進して
いくためのインセンティ
ブを高めていく必要が
ある。

2050年度までの長期
的な目標として累計
500件を認証する（年
間概ね15～16件)。

2021年度は、38
件（新規８件、
更新30件)を認
証した。
継続的な取組を
行っている事業
者の更新の認
証が多かった。

○ ○ ○

21 B

令和3年度びわっこ大
使の人数＋交流会に
参加したOBOGの人
数。OBOGからの参加
申し込みに対し会場の
定員が少なく、お断りす
ることがあったため。

これまでにびわっこ大
使を経験した人数が令
和3年度時点で72名。
案内を出し、参加希望
者全員が出席できるよ
うにする。

交流会の開催
が、コロナがま
ん延している時
期で、人数制限
を厳しくしたた
め昨年度よりは
少ない人数での
実施となった。

○ ○ ○ ○

13 A

令和３年度は琵琶湖外
来水生植物協議会の
構成員やその他の県
民や企業と共働した外
来水生植物を駆除する
活動を13件実施し、県
の抱える課題について
知ってもらうことができ
たため。

ボランティア等多様な
主体によるオオバナミ
ズキンバイの除去活
動を10件以上行う。

コロナの蔓延に
より開催時期が
度々変更とな
り、遠方からくる
人は参加できな
いようにするこ
ととなったため、
１回の参加人数
が減となった。

○ ○

用具の貸出に
ついて東近江
環境保全ネット
ワークHP上で
周知

特になし。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

39 流域活動促進支援事業
東近江環境
事務所

東近江環境保全ネットワークの
構成団体等との協働により、体
験活動、交流活動を実施し、参
加者が学びや気づきの機会をも
つことで、環境保全を含めた活
動を推進・支援

○ ○ 390 B

コロナ禍の中開催規
模を縮小しているが、
全てのイベントで支援
ができたため。

特になし
昨年度よりイベン
トの開催数が多
く、増加した。

2 C

40 流域活動促進支援事業
湖東環境事
務所

環境フォーラム湖東（流域協議
会）と協働し、地域における住民
の環境意識の向上を図るため、
湖東地域の環境保全団体等の
ネットワークを構築し、環境保全
実践活動を推進する。
・湖東地域環境シンポジウムの
開催
・交流会（えこサロン）の開催
・自然観察会の開催
・湖東の生き物調査の実施
・情報交流誌の発行

○ ○ － B
コロナ禍にあって計画
通りの活動ができな
かった。

具体的な目標設
定は行っていな
い。

参加者数：約50名

41
水生生物調査用具の貸
出

湖東環境事
務所

水生生物観察会を行う団体等
に必要な道具（バット、ザル、虫
眼鏡、ピンセット等）を貸し出す
ことにより、体験できる機会を支
援する。

○ － C
コロナ禍で計画したイ
ベントが開催できな
かった。

具体的な目標設
定は行っていな
い。

－

42 琵琶湖講習
琵琶湖環境
科学研究セン
ター

依頼に応じて、琵琶湖の水環境
や滋賀の持続可能な社会のあ
り方等の試験研究から得られた
成果、知見を紹介する。

○ ○ ○ 978 A
目標は設定していな
いが、昨年度よりも多
かったため。

オンライン開催に
柔軟に対応できた
ため。
（昨年度）537人

1 A

43
環境学習センター運営
事業

琵琶湖博物
館

環境学習をする拠点の1つとし
て県内の環境学習等を促進す
るため、インターネットを活用し
た情報提供、環境学習推進員
による相談活用、参考図書等貸
出などを行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ C

令和３年度末で
129人の環境学習
指導者、通称「教
えてくれる人」をセ
ンター内で登録し
ているところだ
が、この「教えてく
れる人」の指導レ
ベルはかなりばら
つきがあり、実際
講師として紹介で
きるレベルの人は
少なく、年間紹介
件数も９件となっ
ている。そのた
め、「教えてくれる
人」のスキルアッ
プは急務であると
考えるが、「教え
てくれる人」の学
習範囲が多岐に
及ぶため、現在の
センターはスキル
アップを行える体
制にない。

C

令和３年度末で
180の環境学習プ
ログラムを登録し
ているところだ
が、HP上でプログ
ラムを公開し、セ
ンターを通さず
マッチングする例
もあるため、現
状、活用件数を把
握する方法がな
い。また、環境学
習プログラムは
「教えてくれる人」
が実施する授業
内容になるため、
施策１にも書いた
通り、「教えてくれ
る人」のスキル
アップを行い、環
境学習プログラム
自体の質の向上
を図る必要があ
る。

670 A

草津近鉄百貨店あか
りスポットにおいて、
環境学習啓発イベント
「ヨシっていいね」を開
催し、環境に関わって
もらうきっかけづくりを
行い、好評いただい
た。

（目標数値なし）

令和３年度に初め
て実施。（参加者
数は、土日祝のみ
集計）

60 B

44 教員研修受入れ
琵琶湖博物
館

教員の身近な自然への興味関
心を高めるとともに、より高度な
博物館利用者を促すことを目的
として、教職員への研修を実施
する。

○ ○ ○ 239 B

プランクトン観
察実習や外来
魚解剖を実施。
本物に触れる
研修をすること
で、教員の興
味関心を高め
ることができ
た。

例年とほぼ同数
の研修を実施し
た。

今年度はフロー
フィングスクール
の研修人数が増
加した。昨年度
185名

B



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

39 流域活動促進支援事業

40 流域活動促進支援事業

41
水生生物調査用具の貸
出

42 琵琶湖講習

43
環境学習センター運営
事業

44 教員研修受入れ

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

コロナ禍の最
中で参加対象
者を限定してい
る事業につい
ては情報提供
していない。

事業の開催ごと
に掲載する。

イベントの開催
数は増加したが
情報提供数は
多くない。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－ B 概ね予定通りの実施。
具体的な目標設定は
行っていない。

交流会の開催・
交流誌の発行
を実施。

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

目標は設定し
ていないが、昨
年度よりも多
かったため。

オンライン開催
に柔軟に対応で
きたため。
（昨年度）537人

978 A
目標は設定していない
が、昨年度よりも多かっ
たため。

オンライン開催
に柔軟に対応
できたため。
（昨年度）537人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水環境を中心
に、環境学習
に関する様々
な情報をホー
ムページや
SNSで発信す
ることができ
た。

（目標数値なし）

（これまでの情
報発信とは異な
る手法でR3年度
より実施したた
め、昨年度との
比較はなし）

6 1 B

こどもエコクラブ
事業において、令
和３年度は学校な
どを中心に58団
体に登録いただ
いているところだ
が、登録するクラ
ブの活動成果の
壁新聞・絵日記の
展示する「淡海こ
どもエコクラブ活
動交流会」では、6
団体が参加する
のみとなってい
る。交流会への参
加団体数を増や
すことが急務と
なっているが、学
校からの参加は
費用面、安全面
の負担が大きく、
なかなか交流会
への参加に至らな
い。

淡海こどもエコ
クラブ活動交
流会への参加
団体数：10団
体

670 A

草津近鉄百貨店あかり
スポットにおいて、環境
学習啓発イベント「ヨ
シっていいね」を開催
し、環境に関わってもら
うきっかけづくりを行
い、好評いただいた。

（目標数値なし）

令和３年度に初
めて実施。（参
加者数は、土日
祝のみ集計）

○ ○ ○

プランクトン観
察実習や外来
魚解剖を実施。
本物に触れる
研修をすること
で、教員の興
味関心を高め
ることができ
た。

例年とほぼ同数
の研修を実施し
た。

今年度はフロー
フィングスクール
の研修人数が
増加した。昨年
度185名

B

プランクトン観
察実習や外来
魚解剖を実施。
本物に触れる
研修をすること
で、教員の興
味関心を高め
ることができ
た。

例年とほぼ同数
の研修を実施し
た。

今年度はフ
ローフィングス
クールの研修
人数が増加し
た。昨年度185
名

○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

45
体験学習・観察会・講座
推進事業

琵琶湖博物
館

子どもたちへの身近な自然や暮
らしへの興味関心を高め、
フィールドへ誘うことを目的とし
て、来館する児童・生徒に対す
る体験学習や観察会・講座を実
施するほか体験学習プログラム
の開発を行う。

○ ○ ○ 207 B

コロナ対策を徹
底的に講じた
上で、様々な工
夫をしたことで6
割以上のイベ
ントを実施する
ことができた。
今後も学びあ
いの場や機会
づくりの充実を
はかるため、さ
らに工夫が必
要である。

令和２年度と同
程度を目標とし
た。

コロナによる事業中
止（令和２年度：257
人）

207 B

コロナ対策を徹底的
に講じた上で、様々な
工夫をしたことで6割
以上のイベントを実施
することができた。今
後も学びあいの場や
機会づくりの充実をは
かるため、さらに工夫
が必要である。

令和２年度と同
程度を目標とし
た。

コロナによる事業
中止（令和２年度：
257人）

46
夏休み下水道親子見学
会

南部流域下
水道事務所

親子で夏休み期間中に、浄化セ
ンターの見学や汚水の水質検
査、微生物の観察、講義を通じ
て、下水の浄化の仕組み、正し
い下水道の使い方に対する理
解と関心を深めるとともに、自由
研究のテーマを提供する

○ ○ - C
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、
中止したため。

- -

47
しがこども体験学校推進
事業

子ども・青少
年局

「地域が学校、住民が先生」とい
う考えのもと、多くの大人が関わ
りながら、地域社会全体で青少
年の体験学習・活動の機会と場
を充実させる。本事業で提供す
る体験の中に環境に関する気
づきの提供や知識の普及などを
取り入れたプログラムがある。

○ 98 B

48
青年社会参加活動促進
事業

子ども・青少
年局

地域の実情に応じた活動を青
年自らが企画・運営し、青年の
地域活動、自主的な社会参加を
図るために行う事業に対して補
助を行う。

○ ○ 6 B

青年自身がび
わ湖の自然に
ついて考える機
会を継続して設
定している。

Ｒ２年度10名参
加

6 B

ヨシ刈りや学習会を通
して、青年自身がびわ
湖の自然について考
える機会となった。

Ｒ２年度10名参加

49
「世界農業遺産」プロジェ
クト推進事業

農政課

日本農業遺産「琵琶湖システ
ム」（琵琶湖と共生する農林水
産業）を題材に、地域の魅力を
知り、未来の環境をよりよいも
のとするための行動をクラス
メートや保護者とともに考えるた
めの授業用教材を提供する（教
育委員会と連携）。

○ 13600 A

子どもたちの気
づきについて肯
定的な声をい
ただいており、
教材内容のブ
ラッシュアップ
および次年度
以降の継続実
施が重要。

教育委員会との
連携により、「琵
琶湖の日」の前
に、県内全小学５
年生用に教材を
作成し配送。

（R3は実施初年
度）

50
自治振興交付金（たんぼ
のこ体験事業）

食のブランド
推進課

児童らが、農作物を「育て」、「収
穫し」、「食べる」という一連の農
業体験により農業への関心を高
め、生命や食の大切さを学ぶ場
を提供する。（対象経費に対して
市町へ自治振興交付金を交付
する。）

○ 201校 B

令和3年度は201校(県
内小学校222校の
90.5％）で農業体験学
習を実施し、うち76校
で「ステップアップ事
業」を実施(令和3年度
計画申請段階)。

小学校の子ども
たちが生命や食
べ物の大切さを
学ぶため、自ら
田んぼや畑に入
り、「育て」、「収
穫し」、そして調
理して「食べる」と
いう一貫した農業
体験学習を実施
する。

令和2年度実施校
数：201校



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

45
体験学習・観察会・講座
推進事業

46
夏休み下水道親子見学
会

47
しがこども体験学校推進
事業

48
青年社会参加活動促進
事業

49
「世界農業遺産」プロジェ
クト推進事業

50
自治振興交付金（たんぼ
のこ体験事業）

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

B

コロナ対策を徹
底的に講じた
上で、様々な工
夫をしたことで6
割以上のイベ
ントを実施する
ことができた。
今後も学びあ
いの場や機会
づくりの充実を
はかるため、さ
らに工夫が必
要である。

令和２年度と同
程度を目標とし
た。

コロナによる事
業中止（令和２
年度：257人）

○ ○

- C
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、中
止したため。

- - ○ ○ ○

体験プログラム
の情報提供に
ついて、【自然】
が92事業、【里
山田んぼ】が6
事業で、一昨
年度の90事業
とほぼ同等の
ため。

昨年度は、コロ
ナウイルスのた
め、事業の中止
や延期が多くあ
り、53事業で
あった。

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

51
魚のゆりかご水田推進
プロジェクト事業

農村振興課

地域住民や一般住民の環境意
識の向上、子どもたちの環境学
習の場としての役割を有してい
る、かつての水田と琵琶湖のつ
ながりを復元する「魚のゆりかご
水田プロジェクト」を推進するた
めの支援を行う。

また、水田周辺の生きもの調査
などを行い、水田のもつ多面的
機能や「魚のゆりかご水田」の
取組についての出前授業等を
行う。

○ 20 A

コープしがの地区委
員のかたへ、魚のゆり
かご水田を講義した。
質問もあり、熱心に聞
いていただいた。

特に目標は設定
していない。

52
琵琶湖とつながる生きも
の田んぼ物語創造プロ
ジェクト

農村振興課

「豊かな生きものを育む水田」の
新規取組地区を対象とした研修
会の開催や、組織のネットワー
ク化を進めることを通して、当該
取組の拡大を図る。

また、小学生等を対象とした出
前授業を実施し、取組への理解
促進を図る。

○ 305 A

小中学生が熱心に受
講された。
岡山小学校
能登川北小学校
東山中学校

特に目標は設定
していない。

53
棚田地域の総合保全対
策費

農村振興課

水源の涵養、生態系の保全、農
村計画の保全など多様な役割
を担う棚田を継続的に保全する
ため、地域住民と都市住民（ボ
ランティア）との協働による棚田
保全活動を支援する。
また、都市住民等を対象として、
棚田保全について普及啓発を
行う。

○ ○ 154 C

・県下９の地域におい
て、都市住民を中心と
したボランティアによ
る棚田地域の環境保
全活動を実施している
が、コロナ禍のために
活動を中止した地域
があるなど、コロナ禍
による開催回数の減
少のため、参加者が
減少し、目標達成とな
らなかった。

令和３年度実績
118人

54 水産談話会 水産試験場
水産試験場の研究成果を漁業
関係者や一般の方に紹介する
ため、発表会を開催する。

○ ○ 63 A

コロナ禍で、連日千人
近くの県内陽性者が
発生する中、webも活
用することで、多数の
参加者となった。

過去、この談話
会は１日で、大会
議室で行ってい
た。その収容人
数から考え、50
人を目標とした。

昨年度は72人。今
年度よりコロナの
発生状況が下火
であった。

18 A

55
水産試験場一般公開(公
開講座)

水産試験場

水産試験場の調査研究をはじ
め、琵琶湖の魚貝類や漁業に
ついて、理解を深め、身近に感
じてもらえるように、講義や魚の
解剖、プランクトン観察等を行
う。

　 ○ 　 88 A

講座後のアンケートの
評判が概ねよく、親子
で琵琶湖の魚や環境
のことを話すきっかけ
ができたとの感想が
得られたこと。また、
講師の職員としても一
人で様々な講義をす
ることからスキルアッ
プとなった。

集団での講座の
頃は1日30組を
目標としてきた。
密を避ける目的
から午前と午後
に3組ずつ5日で
開催することによ
り以前と変わらな
い30組を目標とし
た。

昨年度5日間開
催、88人参加

56
琵琶湖の魚と環境学習
応援事業

水産試験場

県民の要望に応じて、水産試験
場に来場してもらったり、または
職員が出張して、琵琶湖の魚や
水産試験場の研究を紹介し、琵
琶湖の漁業や環境に対する理
解を深める。

○ 　 95 B

コロナ禍の影響で開
催回数は大幅に減少
したが、学習を求める
依頼に応じた講演や
見学を行えた。

目標予定回数は
定めておらず、依
頼があれば都度
受け付けている。

昨年度6回開催、
110人参加



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

51
魚のゆりかご水田推進
プロジェクト事業

52
琵琶湖とつながる生きも
の田んぼ物語創造プロ
ジェクト

53
棚田地域の総合保全対
策費

54 水産談話会

55
水産試験場一般公開(公
開講座)

56
琵琶湖の魚と環境学習
応援事業

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

○ ○

○ ○

154 C

・県下９の地域におい
て、都市住民を中心と
したボランティアによる
棚田地域の環境保全
活動を実施している
が、コロナ禍のために
活動を中止した地域が
あるなど、コロナ禍によ
る開催回数の減少のた
め、参加者が減少し、
目標達成とならなかっ
た。

令和３年度実績
118人

○ ○

取り組んだ研
究内容を発表
出来た。

研究に携わる係
員が、1課題/人
発表することとし
ており、現在17
名。

昨年度17課題。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

57
家棟川ビオトープ自然観
察会

流域政策局

家棟川河口右岸に造成された
ビオトープにおいて、「人と自然
との新たなかかわり方」を探って
いくため、自然観察会を地域住
民、専門家、行政の協働で開催
する。

○ 15 C

水鳥の観察会等をと
おして環境学習の場
を提供できたが、コロ
ナウイルス感染状況
により開催回数の減
少、天候等により参加
者の減少。

参加率
R3：15／30＝50％

過去3カ年の平均
実績（参加率＝
参加人数/募集
人数）
R3：15／30＝
50％

3カ年平均：84％
R2：48／60＝
80％
R1：60／60＝
100％
H30：44／66＝
73％

コロナウイルス感
染状況により開催
回数が2回から1
回に減少。
開催日の天気が
寒波予報、前日の
降雪によるキャン
セル。

昨年度実績
48人
（参加率）
R2：48／60＝80％

58
木の岡ビオトープ自然観
察会

流域政策局

琵琶湖の豊かな自然環境を次
世代に引き継ぐため、ビオトープ
を活用した体験型の自然観察
会を地域住民、地元企業、専門
家、行政の協働で開催する。

○ 21 C

植物観察会等をとおし
て環境学習の場を提
供できたが、コロナウ
イルス感染状況により
開催回数の減少。天
候等により参加者の
減少。.

参加率
R3：21／30＝70％

過去3カ年の平均
実績（参加率＝
参加人数/募集
人数）
R3：21／30＝
70％

3カ年平均：103％
R2：97／90＝
108％
R1：91／90＝
101％
H30：91／90＝
101％

コロナウイルス感
染状況により開催
回数が3回から1
回に減少。
開催日の天候不
良のためのキャン
セル等。

R2実績
97人
（参加率）
R2：97／90＝
108％

59 浄水場見学
企業庁経営
課

取水した水が飲み水になるまで
の過程を学ぶことで、水の大切
さを見つめ直し、水源である琵
琶湖や河川の汚染防止に努め
ていただく。

○ 61 C

新型コロナウイルス感
染拡大防止のため受
け入れを中止していた
ため。

過去の５か年の
実績平均が3592
人であった（コロ
ナ禍前）

令和2年度も１年
間受け入れを中
止していたため、
実績なし。

60 水道出前講座
企業庁経営
課

浄水場見学に来られない小学
校の希望に応じて職員が教室
に出向き、浄水場の仕組みや、
取水した水が飲み水になるまで
の過程を学ぶことで、水の大切
さを見つめ直し、水源である琵
琶湖や河川の汚染防止に努め
ていただく。

○ C

新型コロナウイルス感
染拡大防止のため受
け入れを中止していた
ため。

過去の５か年の
実績平均が257
人であった（コロ
ナ禍前）

61
夏休み自由研究講座
「へぇ～安全な水ってこう
してできるんだ」

企業庁浄水
課

取水した水が飲み水になるまで
の過程を学ぶ。浄水場見学と併
せ沈でん・ろ過実験や水質検査
をおこない浄水場の仕組みと水
の大切さを学ぶ。

○ 　 C

新型コロナウイルス感
染拡大防止のため受
け入れを中止していた
ため。

過去の５か年の
実績平均が38人
であった（コロナ
禍前）

62 環境美化の日の取組

幼小中教育
課・高校教育
課特別支援
教育課

ごみゼロの日,びわ湖の日、県
下一斉清掃の日を基準日とし
て、美化活動・啓発活動・環境
学習等に取り組む。

○ - B

市町立小中学校313
校のうち189校
（60.4％）の学校が、
全ての「環境美化の
日」に関連した取組を
新型コロナウイルス感
染症への対策をとり実
施されているが、コロ
ナ禍以前の状況にま
では至っていない。

県内全ての市町
立小中学校を対
象とした取組のた
め、全ての「環境
美化の日」に関
連した取組を行う
学校数を目標と
している。

学校としての取組
を把握しており、
参加者数は把握し
ていないため関連
指標は「-」として
いる。ただし、昨年
度実績の13.4％よ
り増加（回復）し
た。昨年度（R2)
は、新型コロナウ
イルス感染症の影
響により、ごみゼ
ロの日(5月30日)
は臨時休業期間と
重なり、取組の機
会が減少した。



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

57
家棟川ビオトープ自然観
察会

58
木の岡ビオトープ自然観
察会

59 浄水場見学

60 水道出前講座

61
夏休み自由研究講座
「へぇ～安全な水ってこう
してできるんだ」

62 環境美化の日の取組

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

63
しが環境教育研究協議
会

幼小中教育
課・高校教育
課・特別支援
教育課

・環境立県として、持続可能な
社会の実現に向けた環境教育
プログラムの開発および実践を
進める。
・学校における環境教育充実と
指導にあたる教員の指導力向
上を図る。

○ ○ ○ 105 A

３年悉皆研修
の３年目として
予定していた学
校が、全て参
加することがで
きた。（112校）

県内全ての市町
立小中学校を対
象とした３年悉皆
研修のため、毎
年約１／３の学
校数が目標とな
る。

昨年度（R2)は、
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により、協議
会を中止した。

105 ― C

本来、協議会
で協議したプロ
グラム等につ
いて、各校で実
践を進める予
定であったが、
コロナ対策によ
り協議を行わ
ず説明のみで
あったたため、
実践についても
声かけのみと
なった。

協議会に参加し
た全ての学校に
おいて、協議した
プログラム等の
実践をお願いす
ることから、施策
１の目標値と同じ
になる。

昨年度（R2)は、新型
コロナウイルス感染
症の影響により、協
議会を中止した。

64
琵琶湖に学ぶ小学生交
流航海事業

幼小中教育
課

・琵琶湖の大切さについて滋賀
県および近隣府県の児童が交
流しながら学ぶことを目的とす
る。
・学習船「うみのこ」に乗船し、直
接琵琶湖に触れて水環境を共
に考え学び合う活動を通して琵
琶湖の保全及び再生といった環
境問題への理解と関心を深め、
持続可能な開発のための教育
（ＥＳＤ）を推進することを目的と
する。

○ ○ ○ C

※令和3年度は
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により、交
流航海は実施
できず、令和3
年度で事業は
終期となる。

C

※令和3年度は新型コ
ロナウイルス感染症
の影響により、交流航
海は実施できず、令
和3年度で事業は終
期となる。

65
「地域の力を学校へ」推
進事業

生涯学習課

「しが学校支援センター」を設置
し、地域の人々や企業・団体・Ｎ
ＰＯ等が、それぞれの持つ豊富
な知識や経験を生かして、環境
学習など学校教育の場で活動
できるしくみづくりを推進する。

○ ○ - B

しが学校支援センター
を通して、連携授業の
依頼があった学校を
対象校として実施。

こちらからのアプ
ローチではなく、
原則依頼のあっ
た学校への連携
事業の実施によ
り目標達成として
いる。

−

66
子どもの体験活動の機
会と場の充実

生涯学習課

家庭や地域の教育力の向上に
向けて、子どもの体験活動の機
会と場の充実を図る。自然体験
活動を企画する機関・団体で
は、琵琶湖等での活動が展開さ
れている。

○

67
学習情報提供システム
整備事業

生涯学習課

学習情報提供システム「にお
ねっと」による、インターネットで
の学習情報の提供および学習
相談を行う。

○ 197 B

68 生涯学習推進事業 生涯学習課

生涯学習に関する情報を県民
に一元的に提供する「しが生涯
学習スクエア」を運営する。ま
た、生涯学習に関する情報収
集・提供・相談および協働の
コーディネートを行う。

○ ○ − B

「地域で学ぼう『出前
講座』」に登録してい
る講座について、環境
学習に関する講座の
登録団体と依頼者の
仲介を行った。

環境学習におい
て、出前講座等
の仲介をし、環境
に関わっての学
びの講座を案内
することにより、
目標達成として
いる。

− 197 B



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

63
しが環境教育研究協議
会

64
琵琶湖に学ぶ小学生交
流航海事業

65
「地域の力を学校へ」推
進事業

66
子どもの体験活動の機
会と場の充実

67
学習情報提供システム
整備事業

68 生涯学習推進事業

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

20 A
今年度のエコ・スクール
の登録数が20校であっ
たため。

協議会において、エコ・
スクールの実践発表
等を行っており、毎年
のエコ・スクールの登
録数を指標に設定し
た。数値は、過去の最
大値が21校であること
から、20校を目標値に
設定した。

昨年度（R2）の
登録数（認定
数）は18校であ
り、今年度（R3）
は２校増であっ
た。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

C

※令和3年度は新型コ
ロナウイルス感染症の
影響により、交流航海
は実施できず、令和3年
度で事業は終期とな
る。

○ ○ ○

37 B

しが学校支援
センターを通し
て、連携授業
の依頼があっ
た学校を対象
校として実施。

こちらからのアプ
ローチではなく、
原則依頼のあっ
た学校への連携
事業の実施によ
り目標達成として
いる。

− ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ー 1 B

「しがこども体
験活動実践交
流会」で、各市
町、各団体等
の指導者に集
まっていただ
き、事例発表や
情報交換がで
きた。

講演や意見交換
等を通して、青少
年の体験活動の
充実や活性化を
図ることで目的達
成としている。

○ ○

当課ホーム
ページ「にお
ねっと」上で、
各種団体が行
う「自然・環境」
分野について
の講座情報を
提供することが
できた。

「自然・環境」分
野において、講
座等の学習機会
を案内し、学習
講座において学
びの機会を提供
することで目標
達成としている。

コロナ禍でも工
夫して「自然・環
境」分野の講座
開催が増えたた
め
昨年度実績192
件

○ ○

当課ホーム
ページ「にお
ねっと」上で、
各種団体が行
う「自然・環境」
分野について
の講座情報を
提供することが
できた。

「自然・環境」分
野において、講
座等の学習機会
を案内し、学習
講座において学
びの機会を提供
することで目標
達成としている。

コロナ禍でも工
夫して「自然・環
境」分野の講座
開催が増えたた
め
昨年度実績192
件

○ ○



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

施策1 施策２ 施策３ 施策４ 施策５ 施策６

人材
育成
およ
び活
用

環境
学習
プログ
ラムの
整備
および
活用

場や
機会
づくり

情報
の提
供

連携・
協力
のしく
みづく
り

取組
への
気運を
高める
普及
啓発

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
プログ
ラム
数

【関連
指標】
参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度実
績

【関連指
標】参加
者数

目標
達成
度

その理由（成果や課
題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年度
実績

【関連
指標】
情報
掲載
数

目標
達成
度

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策1（人材育成および活用） 施策２（環境学習プログラムの整備および活用） 施策３（場や機会づくり） 施策４（情報の提供）

１．県の施策の体系（６つの柱）別分類

番号 事業名 所属名 事業内容

69 女性団体活動推進事業 生涯学習課

女性や地域に関わる様々な現
代的な学習課題に対する学習
機会の充実のために研修事業
等に補助する。

○ ○ - B

コロナ禍の中でも工夫
して、年間に複数回環
境問題についての学
びの場を持たれた。

環境問題等につ
いての学びの機
会を定期的にも
つことで目標達
成としている。

−

70 初任者研修［高等学校］
総合教育セン
ター

高等学校における環境教育の
あり方を学ぶとともに、受講者
自身が滋賀の自然や地域と共
生するとはどのようなことかを考
える機会とする。

○ 58 B

教員自身の環
境問題への関
心の高まりだけ
でなく、自ら環
境学習を推進
し、教科横断的
な視点で環境
学習を考える
機会とできたた
め。

第３期滋賀県教
育振興基本計画
において、環境
教育の推進とし
て教員研修があ
げられている。

感染症対策によ
り、昨年度実施
せず。

71
びわ湖フローティングス
クール事業

びわ湖フロー
ティングス
クール

学校教育の一環として、県内小
学５年生を対象に、母なる湖・琵
琶湖を舞台にして、学習船「うみ
のこ」を使った宿泊体験型の教
育を展開し、環境に主体的にか
かわる力を育む。

○ ○ ○ ○ 101 13559 A

フローティング
スクールはよ
かったかという
質問に対し、教
師は96.8％、児
童は95.3％と高
い満足度で
あった。

航海終了後に、
教師には実施状
況報告書、児童
には意識調査に
てアンケートを全
航海実施してい
る。

Ｒ２年度乗船児童
１３，７４７名

13559 A

琵琶湖の新たな問題
を考える学習プログラ
ムを構築し、琵琶湖の
現状と課題や人々の
努力に気づく教材を提
示した。

航海終了後に、
教師には実施状
況報告書、児童
には意識調査に
てアンケートを全
航海実施してい
る。

Ｒ２年度乗船児童
１３，７４７名

10 A



令和３年度環境学習関連事業における評価結果について 資料２

番号 事業名

69 女性団体活動推進事業

70 初任者研修［高等学校］

71
びわ湖フローティングス
クール事業

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨年
度実績

【関連
指標】
登録
団体
数

【関連
指標】
実施
回数

目標
達成
度

その理由（成果
や課題など）

目標設定の考え
方

増減理由・昨
年度実績

【関連
指標】
参加者
数

目標
達成
度

その理由（成果や課題
など）

目標設定の考え方
増減理由・昨年
度実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

８．SDGsとの関連
９．MLGｓとの関連

施策５（連携・協力のしくみづくり） 施策６（取組への気運を高める普及啓発）

２．県の施策の体系（６つの柱）別の関連指標による評価

施策４（情報の提供）

ー ー B

協力して環境
にやさしい石鹸
を作り販売した
り、環境問題に
ついての広報
紙を作成・配布
したりすること
ができた。

環境問題解決の
ために他団体等
とも連携協力して
行動することを
もって目標達成と
する。

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｒ３年度HPアク
セス数　75,013
件

・県内小学校で
の学習で利用
・保護者をはじめ
とする県民への
事業周知

Ｒ２年度HPアク
セス数　71,049
件

80 269 A

出前授業として
１日航海であっ
ても琵琶湖学
習の機会を希
望する小学校
に提供できた。

航海終了後に、
教師には実施状
況報告書、児童
には意識調査に
てアンケートを全
航海実施してい
る。

Ｒ２実績
のべ５０校
１３８授業

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


